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図-1 試験体製作要領 

表-1 DFT の突起諸元

表-2 試験体数および表面処理 

図-2 試験要領 

突起間隔 突起高

L(mm) H(mm)
　Type　1（SM490Y) 21 2.1
　Type　2（SM400A） 15 1.5

諸元（規格値）
DFT

50mm 

ｔ＝50mm 

（Type1） 
ｔ＝24mm 
（Type2） 

端部 中央部 

φ267.4×6（STK400） 

コンクリート 

ｔ 

3mm 

300mm 

50mm 

台座 

拘束治具 

（位置固定） 

支持治具 

（上方へ移動） 

変位計 

L

H

中央部 端部 中央部 端部

①黒皮 － － 1 1 3 5

②ショットブラスト 1 1 1 1 － 4

③赤錆 1 1 1 1 － 4

④
ジンクリッチプライマー
(15μ）

1 1 1 1 － 4

⑤
溶融亜鉛メッキ

（HDZ55：550g/m2）
1 1 1 1 － 4

4 4 5 5 3 21合計

DFT Type1
（材質：SM490Y)

DFT Type2
（材質：SM400A） 合計

　
異形鉄筋

D51
(材質：SD295A)

試験体

表面処理

突起付き T 形鋼の表面処理がコンクリート付着性能に及ぼす影響 
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１． はじめに                                         
 突起付きＴ形鋼（以下 DFT と称す）は，ずれ止め機能を有する

鋼材として種々の鋼・コンクリート合成構造に利用されている．

そのずれ止め効果については，コンクリートの付着性能に着目し

た場合に，突起寸法が類似する異形鉄筋 D51 と同等以上であるこ

とが確認されている 1)． 

 従来，合成構造用鋼材はコンクリートに埋め込まれる部位を裸

仕様とし，それ以外の部位については塗装や耐鋼性鋼材を使用し

て防錆処理が施されている．これが近年においては，腐食耐久性

や維持管理性の向上を目的として防錆仕様を溶融亜鉛メッキと

することや，施工中の錆汁の流出防止を目的としてコンクリート

埋込み部位をジンクリッチプライマーで防錆するといったニー

ズが生じており，裸仕様以外の鋼材表面状態に対する付着性能を

検証する必要が生じてきた． 

本報では，DFT 突起面の表面処理状態がコンクリートの付着性

能に及ぼす影響を，異形鉄筋 D51（裸仕様）との相対比較によっ

て明らかとすることを目的として実施したDFTの引抜き試験の概

要について報告する． 

２． 試験体と試験方法 

（１）試験体 

DFT の突起寸法と材質は表-1 に示すものを使用し，引抜き材片

は図-1 に示すとおり，フランジ端部および中央部から幅 50mm を

各 2 枚づつ切り出して背合せとし，突起がない切断面にはコンク

リートが付着しないように発砲スチロールを貼付した．また，比

較用の異形鉄筋 D51（以下 D51 と称す）の材質は SD295A とした．

引抜き材片の表面処理の種類と数量は表-2 に示すとおりで，引抜

試験体はφ267.4×6mm（STK400）の鋼管中央に引抜き材片を設置

して，呼び強度 30N/mm2の普通コンクリート（膨張材 30kg/m3）を

打設して製作した．引抜き試験は試験体数が多いため数日間に渡

って実施することとし，コンクリート圧縮強度試験は各試験日に

おいて実施した．コンクリート圧縮強度の全平均値は 41N/mm2で

あった． 

（２）試験方法 

引抜き試験の要領は図-2 に示すとおりで，引抜き材片を鉛直下

向きに引き抜くように載荷を行ない，載荷荷重と引抜き材片の滑

り量を測定した．滑り量は，引抜き材片の伸び量が含まれないよ

う荷重載荷とは反対側のコンクリート面における引抜き材片の

相対変位量として，変位計により測定した． 
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表-3 Type1 の平均付着応力度τmb 

図-3 平均付着応力度τmbと滑り量の関係 
Type1（中央部試験体）

図-4 平均付着応力度τmbと滑り量の関係 
Type2（中央部試験体） 

表-4 Type2 の平均付着応力度τmb 
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３．試験結果と考察 

（１）平均付着応力の算出要領  

平均付着応力τmb は，引抜き荷重をコンクリートに埋め

込まれた突起面の総断面積で除した値とし，コンクリート

付着性能の評価は，平均付着応力と滑り量の関係（τmb－

δ曲線）において勾配が急変する時（初期滑り時）の値を

用いた． 

（２）Type1 の引抜き試験結果 

 Type1 試験体ならびに D51 の平均付着応力と滑り量との

関係は図-3 に示すとおりで，Type1 試験体については端部

と中央部の滑り傾向が同様であったため中央部の結果を，

D51 については初期滑り量が最大となった結果を示す．ま

た，初期滑り時の平均付着応力τmbは表-3 に示すとおりで，

Type1 試験体については端部と中央部の平均値，D51 では 3

体の平均値である．  

初期滑り時における Type1 試験体の平均付着応力度τmb

は，表面処理の種類によらず D51 と同等以上の値であり，

道路橋示方書等に規定される許容付着応力および付着強度

よりも大きな値である．また，全体的に初期滑り量が極め

て小さことに加え，Type1 試験体については初期滑り以降

においても平均付着応力の増加が D51 と比較して大きいな

ど，DFT はずれ止めとして効果的に機能すると言える． 

（３）Type2 の引抜き試験結果 

 Type1 の場合と同様に，Type2 試験体ならびに D51 の平

均付着応力τmbと滑り量との関係は図-4 に，初期滑り時の

平均付着応力τmbは表-4 に示すとおりである． 

 いずれの結果についても Type1 の場合と同様の傾向を示

しており，平均付着応力の値は Type1 より大きな値を示し

ている．なお，同じ表面処理状態でも Type1 と Type2 の試

験体では初期滑り時の平均付着応力の相対関係の相違は，

試験体数が少ないことによるバラツキであると考えられ，

それを考慮しても D51 と同等以上の付着性能を有している

と言える． 

４．まとめ 

 鋼管で周囲を拘束された条件下における DFT および D51 の相対比較を目的とした引抜き試験の結果より，下記

のことが明らかとなった． 

（１）DFT の初期滑り時の平均付着応力は，表面処理の種類によらず D51と同等以上の値である． 

（２）DFT は初期滑り以降においても平均付着応力の増加が D51 と比較して大きく，ずれ止めとして効果的に機能

すると言える． 

（３）Type1と Type2の試験体において突起面の表面処理と平均付着応力の相対関係の相違は，試験体数が少な

いことによるバラツキであるとともに，各々の数値には有意な差異はないと考えられる． 
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